
表 46　2014年末わが国の慢性透析療法の現況（所在県別）大分県

(86.02 ) (98.58 ) (87.62 ) (22.16 ) (17.35 ) (20.27 ) (   ) (20.27 )

(9.59 ) (1.01 ) (8.50 ) (26.76 ) (23.20 ) (25.36 ) (   ) (25.36 )

(0.09 ) (0.00 ) (0.08 ) (25.19 ) (26.16 ) (25.57 ) (   ) (25.57 )

(4.31 ) (0.40 ) (3.81 ) (11.56 ) (14.39 ) (12.68 ) (   ) (12.68 )

(100.00 ) (100.00 ) (100.00 ) (6.48 ) (9.89 ) (7.82 ) (   ) (7.82 )

かっこ内は列方向の合計に対する％です。 (3.07 ) (4.64 ) (3.69 ) (   ) (3.69 )

(2.67 ) (1.95 ) (2.39 ) (   ) (2.39 )

(1.49 ) (1.41 ) (1.46 ) (   ) (1.46 )

(0.53 ) (0.87 ) (0.66 ) (   ) (0.66 )

(0.09 ) (0.13 ) (0.11 ) (   ) (0.11 )

(100.00 ) (100.00 ) (100.00 ) (   ) (100.00 )

かっこ内は列方向の合計に対する％です。

(C)Japanese Society for Dialysis Therapy

2014年末調査 最長透析歴（患者調査表より）
最長透析歴 42年1ヶ月

0 7.55
　腹膜透析新規導入、年内脱落患者数 3 標準偏差 7.51 7.73 7.62 0 7.62

　腹膜カテーテルを残している洗浄患者など 4 平均 7.09 8.25 7.55

0
　HD、HDF等とPDを併用している患者数 42 総計 2,284 1,487 3,771 0 3,771

腹膜透析に関する患者数（施設調査票より） 記載なし 0 0 0 0

0 3,770
不明 1 0 1 0 1

死亡患者 410 合計 2,283 1,487 3,770

25
導入患者 403 40年～ 2 2 4 0 4

新規導入、死亡患者数（施設調査票より） 35年～ 12 13 25 0

295
20年～ 70 69 139 0

30年～ 34 21 55 0 55

139
25年～ 61 29 90 0 90

合計 3,390 494 3,884 15年～ 148 147 295 0

964
腹膜透析 146 2 148 10年～ 264 214 478 0 478

在宅 3 0 3 5年～ 575 389 964 0

764
夜間 325 5 330 2年～ 611 345 956 0 956
昼間 2,916 487 3,403 2年未満 506 258 764 0

1,231

透析患者数（施設調査票より） 透析歴別人数（患者調査票より）

通院 入院 合計 透析歴 男性 女性 合計 記載なし 総計

最大収容 4,978 合計 178 467 358 78 42 108

763
同時透析 1,717 兼務 119 126 88 67 42 26 468

ベッドサイドコンソール 1,729 専従 59 341 270 11 0 82

44 大分県

透析施設の現況（施設調査票より） 透析従事者数（施設調査票より）
施設数 70 医師 看護師 臨床工学士 栄養士 ケースワーカー その他 合計


